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冷
凍
食
品
メ
ー
カ
ー
の
加
ト
吉
が
中
国
シ
フ
ト
を
進
め
て
い

る
。
九
三
年
に
山
東
省
・
青
島
に
進
出
を
果
た
し
て
以
来
、
現

在
ま
で
に
計
九
カ
所
の
生
産
拠
点
を
立
ち
上
げ
た
。
い
ず
れ
の

拠
点
も
従
業
員
一
〇
〇
〇
人
超
の
大
規
模
工
場
だ
。
生
産
品

目
は
エ
ビ
フ
ラ
イ
、
寿
司
ネ
タ
、
鶏
唐
揚
げ
、
冷
凍
野
菜
な
ど
。

ほ
ぼ
全
量
を
日
本
に
輸
出
し
て
い
る
。
出
荷
量
は
月
間
で
四

〇
フ
ィ
ー
ト
コ
ン
テ
ナ
三
五
〇
本
分
。
日
本
に
お
け
る
総
売
り

上
げ
の
約
三
〇
％
を
中
国
で
の
生
産
で
賄
っ
て
い
る
。

か
つ
て
同
社
は
本
社
を
置
く
香
川
県
・
観
音
寺
市
を
中
心

に
「
フ
ロ
ー
ズ
ン
タ
ウ
ン
」
と
呼
ぶ
冷
凍
食
品
の
企
業
城
下
町

を
形
成
す
る
構
想
を
掲
げ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
現
在
、
こ
の
構

想
は
文
字
通
り
〝
凍
結
〞
さ
れ
て
い
る
。
既
に
一
部
で
は
工

場
閉
鎖
も
始
ま
っ
た
。
今
後
、
日
本
で
生
産
す
る
の
は
コ
ロ
ッ

ケ
や
レ
ト
ル
ト
ご
飯
な
ど
機
械
に
よ
る
自
動
化
が
可
能
な
製
品

だ
け
。
串
差
し
や
原
料
の
皮
む
き
な
ど
手
作
業
が
必
要
な
製
品

は
す
べ
て
中
国
で
生
産
す
る
体
制
に
な
る
。

中
国
シ
フ
ト
の
狙
い
は
も
ち
ろ
ん
コ
ス
ト
だ
。
同
社
の
佐
々

木
三
郎
常
務
は
「
中
国
の
一
番
の
魅
力
は
日
本
の
二
五
分
の

一
か
ら
三
〇
分
の
一
程
度
と
言
わ
れ
る
格
安
な
人
件
費
に
あ

る
。
日
本
の
場
合
、
そ
も
そ
も
工
場
で
働
く
作
業
員
を
確
保
す

る
こ
と
自
体
が
難
し
い
う
え
、
作
業
員
の
給
与
は
勤
続
年
数
に

応
じ
て
伸
び
て
い
く
。
こ
れ
に
対
し
て
中
国
の
労
働
力
は
豊
富
。

し
か
も
二
〇
歳
前
後
の
作
業
員
を
入
れ
替
わ
り
で
常
に
確
保

で
き
る
た
め
、
人
件
費
を
常
に
一
定
の
水
準
に
抑
え
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
説
明
す
る
。

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
海
外
に
伸
び
る
こ
と
で
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
・
コ
ス
ト
の
増
大
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も

実
際
に
は
デ
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
。
中
国
か
ら
日
本
の
消
費
地
ま

で
製
品
を
コ
ン
テ
ナ
で
輸
送
す
る
コ
ス
ト
と
、
そ
れ
ま
で
同
社

が
ト
ラ
ッ
ク
で
四
国
か
ら
東
京
ま
で
陸
送
し
て
い
た
コ
ス
ト
は

ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。

「
日
本
は
ガ
ソ
リ
ン
代
、
人
件
費
、
高
速
道
路
料
金
な
ど
輸

安い人件費を求めて中国に生産拠点を移すメーカーが相次いで
いる。中国政府による経済自由化と物流インフラの整備が急速に
進んだことで、日系企業の中国熱にも拍車がかかる一方だ。とこ
ろが、実際に進出した後になって、多くの企業がロジスティクス
の課題に気付かされる。

本誌編集部

送
に
掛
か
る
コ
ス
ト
が
す
べ
て
高
い
。
一
方
、
中
国
は
ガ
ソ
リ

ン
代
が
日
本
の
三
分
の
一
。
高
速
道
路
料
金
は
基
本
的
に
は

タ
ダ
。
徴
収
さ
れ
る
道
路
も
あ
る
が
、
ど
ん
な
に
走
っ
て
も
そ

の
料
金
は
日
本
円
で
数
百
円
程
度
。
中
国
の
ほ
う
が
圧
倒
的

に
輸
送
コ
ス
ト
が
安
い
」
と
佐
々
木
常
務
。
も
と
も
と
同
社
の

扱
う
冷
凍
食
品
は
単
価
が
低
い
上
に
価
格
競
争
が
厳
し
い
。
コ

ス
ト
競
争
力
の
高
い
中
国
に
生
産
拠
点
を
移
し
て
い
く
の
は
、

同
社
に
と
っ
て
い
わ
ば
自
然
の
流
れ
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
実
際
に
進
出
し
て
み
る
と
思
わ
ぬ
落
と
し
穴
に

出
く
わ
し
た
。
加
ト
吉
が
中
国
に
進
出
し
た
当
時
、
青
島
地

区
に
は
冷
蔵
・
冷
凍
品
を
満
足
に
扱
う
こ
と
の
で
き
る
定
温

物
流
業
者
は
皆
無
だ
っ
た
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
上
で
定
温
物
流
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
謳
う
現
地
物
流
企
業
は
あ
っ
て
も
、
い
ず
れ

も
サ
ー
ビ
ス
の
質
は
日
本
の
業
者
に
は
遠
く
及
ば
な
い
お
粗
末

な
レ
ベ
ル
で
し
か
な
か
っ
た
。

コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
に
必
須
と
な
る
保
冷
コ
ン
テ
ナ
も
絶
対

量
が
足
り
な
か
っ
た
。
加
ト
吉
の
海
外
事
業
部
で
中
国
物
流

を
担
当
す
る
竹
内
伸
氏
は
「
地
元
の
輸
送
業
者
に
頼
み
込
ん

で
、
何
と
か
保
冷
コ
ン
テ
ナ
を
導
入
し
て
も
ら
っ
た
。
し
か
し
、

輸
送
業
者
が
保
冷
コ
ン
テ
ナ
の
扱
い
自
体
に
慣
れ
て
い
な
い
た

め
、
当
初
は
商
品
が
ダ
メ
に
な
る
な
ど
苦
労
し
た
」
と
い
う
。

中
国
の
劣
悪
な
物
流
品
質
は
加
ト
吉
に
と
っ
て
看
過
で
き

な
い
問
題
だ
っ
た
。
佐
々
木
常
務
は
「
当
社
は
食
品
を
扱
う

会
社
だ
け
に
製
品
の
温
度
管
理
に
は
細
心
の
注
意
を
払
っ
て

い
る
。
安
い
労
働
力
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
低
価
格
で
の
製
品

供
給
が
可
能
に
な
っ
て
も
、
品
質
が
悪
け
れ
ば
ま
っ
た
く
意
味

が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」
と
嘆
く
。

結
局
、
製
品
の
品
質
確
保
の
た
め
に
、
加
ト
吉
は
自
ら
中

国
本
土
に
定
温
物
流
機
能
を
持
つ
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

日
商
岩
井
や
兵
食
ら
と
の
共
同
出
資
で
、
青
島
に
「
青
島
港

盛
国
際
物
流
冷
蔵
有
限
公
司
」、
煙
台
に
「
煙
台
港
和
国
際
物

流
冷
蔵
有
限
公
司
」
を
設
立
。
山
東
省
の
主
要
二
港
に
冷
蔵
・

低コスト生産の落とし穴
第1部



私
は
も
と
も
と
青
島
港
を
管
理
・
運
営
す
る
青
島
市
青
島
港

務
局
の
出
身
で
す
。
青
島
港
務
局
は
当
社
の
筆
頭
株
主
で
も
あ

る
。
そ
こ
か
ら
派
遣
さ
れ
る
か
た
ち
で
現
在
、
総
経
理
を
務
め
て

い
ま
す
。
役
員
も
港
務
局
出
身
者
が
多
い
。

当
然
の
こ
と
で
す
が
、
市
役
所
や
青
島
港
務
局
に
顔
が
利
き

ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
回
の
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
移
転

問
題
で
は
十
分
な
力
を
発
揮
で
き
て
い
な
い
の
で
残
念
で
す
。
し

か
し
、
ま
だ
諦
め
て
い
ま
せ
ん
よ
。
何
と
か
港
内
で
の
用
地
を
拡

大
で
き
る
よ
う
市
役
所
に
働
き
掛
け
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

話
が
前
後
し
ま
し
た
が
、
実
は
今
、
青
島
港
で
は
コ
ン
テ
ナ

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
移
転
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
青
島
市

は
青
島
港
か
ら
車
で
一
時
間
ほ
ど
離
れ
た
「
黄
島
」
と
い
う
場

所
に
新
し
い
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
建
設
中
で
す
。
こ
こ
数
年

の
輸
出
入
量
の
急
激
な
伸
び
で
青
島
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
手
狭
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
面
の
充
実
し
た
大
規
模
タ

ー
ミ
ナ
ル
を
新
た
に
建
設
す
る
こ
と
で
、
青
島
に
さ
ら
に
貨
物
を

呼
び
込
も
う
と
い
う
狙
い
で
す
。
コ
ン
テ
ナ
で
商
売
を
し
て
い
る

我
々
に
と
っ
て
は
た
い
へ
ん
喜
ば
し
い
こ
と
な
の
で
す
が
、
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
厄
介
な
面
も
多
々
あ
る
の
で
す
。

新
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
稼
働
は
今
年
一
〇
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ま
で
に
青
島
港
に
拠
点
を
構
え
る
コ
ン
テ
ナ
業
者
は
す
べ
て

新
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
移
転
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
既
存
の
業
務
を

そ
の
ま
ま
継
続
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
移
転
に
は
大
賛
成
で
す
が
、

移
転
に
伴
い
市
政
府
か
ら
与
え
ら
れ
た
コ
ン
テ
ナ
デ
ポ
の
用
地

は
一
五
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
在

の
用
地
の
約
半
分
。
こ
れ
で
は
仕
事
に
な
り
ま
せ
ん
。

市
の
決
め
た
方
針
で
す
か
ら
文
句
は
言
え
ま
せ
ん
。
そ
れ
に

従
う
し
か
な
い
。
そ
も
そ
も

当
社
は
青
島
港
で
ビ
ジ
ネ
ス

を
展
開
し
て
い
く
う
え
で
の

条
件
が
良
す
ぎ
た
。
港
内
に

三
〇
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

も
の
コ
ン
テ
ナ
デ
ポ
を
確
保

で
き
て
い
る
企
業
は
数
え
る

ほ
ど
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
今
回
の
厳
し
い
措
置
は
平
等

と
い
え
ば
平
等
な
の
で
し
ょ
う
。

当
社
は
移
転
に
際
し
て
、
と
り
あ
え
ず
港
外
に
新
た
に
用
地

を
取
得
す
る
こ
と
で
、
足
り
な
い
ス
ペ
ー
ス
を
補
う
つ
も
り
で
す
。

し
か
し
、
従
来
に
比
べ
利
便
性
が
落
ち
る
点
は
否
め
ま
せ
ん
。

青
島
港
の
今
年
度
の
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
は
前
年
比
二
〇
％
増

の
三
四
〇
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
既
に
上
半
期
が
終

了
し
た
段
階
で
一
五
四
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
を
確
保
し
て
お
り
、
通
期
目

標
は
達
成
さ
れ
る
見
通
し
で
す
。
当
社
の
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
も

堅
調
で
、
今
年
六
月
の
取
扱
量
は
八
〇
〇
〇
Ｔ
Ｅ
Ｕ
と
単
月
ベ

ー
ス
で
過
去
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。

営
業
収
入
が
年
率
で
一
〇
〜
一
五
％
伸
び
る
な
ど
当
社
の
業

績
も
好
調
で
す
。
た
だ
し
、
不
安
材
料
は
山
積
し
て
い
ま
す
。
前

述
し
た
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
移
転
問
題
も
そ
う
で
す
が
、
日
本
で
は
今
、

中
国
産
冷
凍
野
菜
の
残
留
農
薬
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ

う
？
　
そ
の
影
響
を
受
け
て
、
全
体
の
六
分
の
一
を
占
め
る
リ

ー
フ
ァ
ー
コ
ン
テ
ナ
（
保
冷
コ
ン
テ
ナ
）
の
取
扱
量
が
落
ち
込
ん

で
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
ま
す
。

（
談
）
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冷
凍
倉
庫
を
建
設
し
た
。「
本
来
は
コ
ス
ト
を
抑
え
る
た
め
に

も
物
流
を
第
三
者
に
任
せ
た
か
っ
た
。
し
か
し
当
時
は
と
て
も

外
部
委
託
で
き
る
よ
う
な
環
境
に
は
な
か
っ
た
」
と
竹
内
氏
は

述
懐
す
る
。

こ
の
う
ち
青
島
港
盛
国
際
物
流
冷
蔵
に
は
資
本
金
六
八
〇

〇
万
元
の
う
ち
一
四
％
を
加
ト
吉
が
出
資
し
て
い
る
。
青
島

港
に
あ
る
同
社
の
二
階
建
て
の
冷
凍
・
冷
蔵
倉
庫
は
保
管
能

力
約
三
〇
〇
〇
ト
ン
。
こ
の
倉
庫
に
世
界
各
国
か
ら
調
達
し

た
水
産
品
を
集
め
、
中
国
国
内
の
各
工
場
に
供
給
し
て
い
る
。

近
い
将
来
、
加
ト
吉
は
中
国
国
内
市
場
で
冷
凍
食
品
の
販
売

を
開
始
す
る
計
画
も
持
っ
て
お
り
、
そ
の
場
合
、
同
倉
庫
は
生

産
品
を
一
時
保
管
す
る
販
売
物
流
の
拠
点
と
し
て
も
活
用
す

る
予
定
だ
。

た
だ
し
、
中
国
国
内
の
コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
に
つ
い
て
は
国

際
輸
送
以
上
に
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。
佐
々
木
常
務
は
「
ま

ず
中
国
に
は
中
間
流
通
機
能
が
な
い
。
さ
ら
に
小
売
店
の
冷

蔵
保
管
も
怪
し
い
。
末
端
の
温
度
管
理
の
指
導
や
、
配
送
を

当
社
自
身
で
手
掛
け
る
必
要
が
出
て
く
る
か
も
知
れ
な
い
」
と

危
惧
し
て
い
る
。

中
国
進
出
の
物
流
リ
ス
ク

昨
年
十
二
月
、
中
国
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
国
際
貿
易
機
関
）
に
加

盟
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
今
後
数
年
以
内
に
、
貿
易
制
限
や
国

内
販
売
制
限
な
ど
、
現
地
の
外
資
系
企
業
に
課
せ
ら
れ
て
い

る
各
種
の
事
業
規
制
が
撤
廃
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
急
ピ
ッ

チ
で
経
済
成
長
と
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
み
、
政
治
的
に
も
安
定

し
た
現
在
の
中
国
は
、
世
界
で
最
も
活
気
の
あ
る
国
の
一
つ
に

挙
げ
ら
れ
る
。

農
村
部
に
膨
大
な
数
の
労
働
人
口
を
抱
え
て
い
る
た
め
、
他

の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
起
こ
っ
た
よ
う
な
、
経
済
成
長
に
伴
う

極
端
な
人
件
費
の
高
騰
も
見
ら
れ
な
い
。
少
な
く
と
も
今
後
、

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
さ
れ
る
二
〇
〇
八
年
ま
で
は
、
現

青
島
港
盛
国
際
物
流
冷
蔵
有
限
公
司

高
　
武
　
総
経
理

《
企
業
概
要
》

九
五
年
設
立
。
現
在
、
従
業
員
は
約
七
〇
人
（
ア
ル
バ
イ
ト
含
ま
ず
）。
主

な
事
業
は
冷
蔵
・
冷
凍
倉
庫
の
運
営
と
、
青
島
港
で
輸
出
入
さ
れ
る
コ
ン
テ
ナ

貨
物
（
定
温
と
ド
ラ
イ
）
の
取
扱
。
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
は
年
間
六
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ

（
二
〇
フ
ィ
ー
ト
コ
ン
テ
ナ
換
算
）
で
、
青
島
港
で
は
集
運
、
エ
バ
ー
グ
リ
ー

ン
、
コ
ス
コ
に
次
ぐ
第
四
位
。
二
〇
〇
一
年
度
の
営
業
収
入
は
一
九
〇
〇
万
元
。

内
訳
は
倉
庫
事
業
が
三
六
〇
万
元
、
コ
ン
テ
ナ
事
業
が
一
五
四
〇
万
元
だ
っ
た
。

営
業
収
入
は
創
業
以
来
、
年
率
一
〇
〜
一
五
％
の
伸
び
で
推
移
し
て
い
る
。 上：冷凍倉庫、下：移転問題を抱える青島港


